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戦
後
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想
う
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今
年
に
入
っ
て
い
ろ
い
ろ
な
場
面
で

「
戦
後
七
十
年
」
と
い
う
言
葉
を
耳
に
す

る
こ
と
が
多
く
な
っ
た
。
私
自
身
が
終
戦

直
前
（
昭
和
十
八
年
）
の
生
ま
れ
な
の
で
、

正
に
戦
後
の
日
本
を
生
き
て
き
た
こ
と
に

な
る
。
終
戦
直
前
の
で
き
ご
と
は
二
歳
未

満
で
あ
り
、
記
憶
の
中
に
何
も
残
っ
て
い

な
い
。
母
に
良
く
聞
い
た
の
は
、「
空
襲

警
報
」
が
鳴
る
と
「
ぼ
く
ご
・
ぼ
く
ご
」

と
片
言
で
言
っ
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
あ

る
。
防
空
壕
に
行
け
ば
、
お
っ
ぱ
い
が
飲

め
る
と
い
う
理
由
だ
け
だ
っ
た
よ
う
で
あ

る
。
戦
前
・
戦
中
・
戦
後
と
教
壇
に
立
た

れ
た
師
範
学
校
・
女
子
師
範
学
校
出
身
の

諸
兄
姉
に
お
か
れ
て
は
、
激
変
す
る
社
会

環
境
・
教
育
環
境
に
翻
弄
さ
れ
な
が
ら
子

供
た
ち
の
た
め
に
邁
進
努
力
を
さ
れ
た
こ

と
と
思
う
。
皆
さ
ん
の
苦
労
と
熱
意
に
敬

意
を
表
す
る
も
の
で
あ
る
。

私
が
教
育
学
部
に
入
学
し
た
時
に
は
亥

鼻
の
学
部
は
既
に
無
く
、
弥
生
町
に
移
転

し
た
直
後
で
あ
っ
た
。
当
時
は
、
一
般

教
養
は
稲
毛
、専
門
教
育
は
弥
生
町
で
と
、

徒
歩
で
の
行
き
来
が
二
年
間
続
い
た
。
専

門
分
野
も
教
育
学
部
と
文
理
学
部
で
受
講

す
る
毎
日
で
あ
っ
た
。
当
時
、
植
樹
さ
れ

た
木
々
は
細
く
頼
り
な
い
も
の
だ
っ
た

が
、
現
在
、
キ
ャ
ン
パ
ス
に
あ
る
桜
・
欅

等
は
驚
く
ほ
ど
の
太
さ
と
な
り
、
完
備
さ

れ
た
建
物
の
佇
ま
い
と
共
に
歴
史
を
重
ね

た
大
学
の
重
み
を
感
じ
て
い
る
。

こ
の
七
十
年
間
に
、
六
・
三
・
三
・
四

制
に
よ
る
学
校
体
系
の
改
革
、
教
育
委
員

会
制
度
、
教
科
書
検
定
制
度
、
学
習
指
導

要
領
に
基
づ
く
教
育
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
組
織
等
改

革
改
善
は
枚
挙
に
遑
が
無
い
。
社
会
情
勢

も
戦
後
混
乱
期
、
戦
後
復
興
期
、
高
度
経

済
成
長
期
、
安
定
成
長
期
、
バ
ブ
ル
期
、

冷
戦
後
・
経
済
停
滞
期
等
々
を
経
て
現
在

に
至
っ
て
い
る
。
こ
の
間
に
教
育
学
部
を

巣
立
っ
て
教
職
の
道
に
進
ん
だ
方
々
の
情

熱
と
努
力
の
お
か
げ
で
、
現
在
の
大
人
た

ち
が
あ
り
、
育
ち
つ
つ
あ
る
子
供
た
ち
が

い
る
。
自
信
を
持
っ
て
歩
ん
で
い
き
た
い
。

教
育
学
部
附
属
幼
稚
園
は
千
葉
教
育
会

附
属
幼
稚
園
（
明
治
三
十
六
年
創
立
）
を

ル
ー
ツ
に
、
本
年
百
十
二
年
を
迎
え
る
。

Ｊ
Ｒ
の
駅
前
と
は
思
え
な
い
豊
か
な
園
庭

環
境
で
、
三
歳
児
一
ク
ラ
ス
、
四
・
五
歳

児
各
二
ク
ラ
ス
計
百
四
十
名
の
子
供
た
ち

は
生
き
生
き
と
自
ら
の
生
活
を
作
り
上
げ

て
い
る
。

職
員
は
園
長
、
副
園
長
、
各
ク
ラ
ス
担

任
教
諭
、
養
護
教
諭
と
事
務
官
の

九
名
、
園
長
を
除
く
教
員
七
名
中

五
名
は
本
学
幼
稚
園
教
員
養
成
課

程
出
身
で
あ
り
、
同
窓
会
員
。
七

名
中
四
名
は
修
士
号
と
幼
稚
園
専

修
免
許
を
持
ち
、
ま
た
四
名
は
幼

稚
園
と
小
学
校
双
方
で
教
育
経
験

を
持
つ
な
ど
、
力
量
豊
か
な
教
員

ば
か
り
で
あ
る
。

園
児
へ
の
教
育
は
優
秀
な
教
員

と
保
護
者
の
協
力
で
円
滑
に
進
め

ら
れ
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
以
外
に
も
、
お
母

さ
ん
た
ち
の
「
ま
ま
あ
ず
」
は
歌

や
劇
で
、
お
父
さ
ん
た
ち
の
「
ぱ
ぱ
あ
ず
」

は
園
内
の
修
理
や
力
仕
事
な
ど
で
、
園
の

教
育
を
支
え
て
下
さ
っ
て
い
る
。

幼
児
教
育
の
研
究
開

発
は
本
園
の
使
命
。
四

十
年
以
上
掲
げ
ら
れ
て

き
た
教
育
目
標
を
、
時

代
に
即
し
、
平
成
二
十

三
年
よ
り
教
育
目
標
の

改
訂
と
そ
れ
に
応
じ
た

教
育
課
程
を
研
究
し
、
公
開
研
究
会
で
発

表
し
て
き
た
。
新
た
な
教
育
目
標
は
、「
う

ご
く
、
か
ん
じ
る
、
か
ん
が
え
る
」。
さ
ら

に
平
成
二
十
六
年
度
は
文
部
科
学
省
「
幼

児
教
育
の
改
善
・
充
実
調
査
研
究
」
を
受

託
し
、
全
国
の
国
立
附
属
幼
稚
園
と
共
同

研
究
を
行
っ
た
。

本
園
は
学
部
の
附
属
園
と
し
て
、
幼
稚

園
課
程
学
生
の
教
育
実
習
指
導
、
幼
稚
園

課
程
、
小
学
校
生
活
科
、
中
学

校
家
庭
科
学
生
へ
の
授
業
参
観
、

学
生
の
卒
論
・
修
論
や
学
部
教

員
の
研
究
協
力
も
行
っ
て
い
る
。

地
域
の
幼
児
教
育
振
興
も
本
園

の
役
割
。
毎
年
の
公
開
研
究
会

と
隔
月
の
千
葉
乳
幼
児
教
育
研

究
会（
幼
児
教
育
教
室
と
共
催
）

は
、
県
内
外
の
幼
稚
園
教
員
、

保
育
士
、
幼
児
教
育
行
政
官
、

幼
児
教
育
に
関
わ
る
大
学
研
究

者
の
交
流
の
場
で
あ
る
。
教
員

は
、
県
・
市
の
子
供
行
政
の
委

員
や
、
各
地
の
幼
稚
園
研
修
会
講
師
と
し

て
幼
児
教
育
支
援
に
努
め
て
い
る
。
平
成

二
十
七
年
度
か
ら
子
ど
も
・
子
育
て
三
法

が
実
施
さ
れ
、
ま
た
幼
児
教
育
の
無
償
化

や
義
務
化
の
声
も
聞
か
れ
、
幼
児
教
育
に

大
き
な
関
心
が
向
け
ら
れ
る
現
在
、
日
本

を
代
表
す
る
幼
稚
園
と
し
て
本
園
の
役
割

は
大
き
く
、
教
職
員
一
同
、
そ
の
使
命
を

自
覚
し
、さ
ら
に
毎
日
の
保
育
の
充
実
と
、

新
た
な
幼
児
教
育
研
究
に
邁
進
し
て
い
る
。

幼稚園教育のさらなる推進と
発展を目指して

千葉大学教育学部附属幼稚園長
（千葉大学教育学部教授） 中澤 潤



授
業
研
究印象

批
評
か
ら
の
脱
皮
を

生

稲

陽

一

（
Ｓ
46
・
3
卒安房

地
方
）

二
〇
〇
九
年
三
月
、退
職
と
同
時
に
、

南
房
総
市
で
若
手
教
員
等
の
授
業
指
導

員
を
、
そ
の
後
県
教
委
の
若
手
教
員
育

成
推
進
員
を
務
め
、
た
く
さ
ん
の
授
業

を
参
観
し
、
協
議
会
に
参
加
し
た
。

こ
れ
ま
で
も
、
そ
う
思
う
こ
と
が
多

か
っ
た
の
だ
が
、
授
業
に
つ
い
て
の
話

し
合
い
が
印
象
批
評
に
傾
き
が
ち
で
あ

る
。
す
な
わ
ち
、「
子
供
の
発
言
が
活

発
だ
っ
た
」「
授
業
者
の
日
ご
ろ
の
指

導
の
よ
さ
が
出
て
い
た
」「
だ
い
た
い

の
子
が
で
き
て
い
た
」…
な
ど
で
あ
る
。

こ
れ
で
は
十
分
で
は
な
い
。
授
業
の
評

価
は
、
個
々
の
子
供
の
目
標
の
達
成
度

で
判
断
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
ろ
う
。

私
は
参
観
す
る
場
合
、
下
の
様
な
授

業
メ
モ
を
と
る
。
記
録
は
、
授
業
者
と

子
供
の
発
言
の
す
べ
て
。
発
言
や
行
動

へ
の
評
価
の
コ
メ
ン
ト
。
経
過
時
間
。

座
席
表
に
発
言
回
数
や
内
容
・
達
成
度

の
メ
モ
。
特
徴
的
な
思
考
パ
タ
ー
ン
等
。

目
標
を
達
成
し
た
子
の
確
認
。
授
業
後
、

目
標
を
達
成
し
た
の
は
人
数
を
示
し
、

そ
の
原
因
の
考
察
を
記
す
。
加
え
て
板

書
や
ノ
ー
ト
の
画
像
、
授
業
の
ポ
イ
ン

ト
を
評
価
、
そ
れ
か
ら
Ａ
3
一
枚
に
ま

と
め
、
後
の
協
議
会
・
講
評
で
提
示
す

る
の
で
あ
る
。
具
体
的
な
事
実
に
基
づ

い
て
助
言
を
す
る
。

例
え
ば「
授
業
者
が
し
ゃ
べ
り
過
ぎ
」

と
い
う
の
は
、
授
業
メ
モ
を
提
示
す
る

だ
け
で
本
人
が
自
ず
と
気
づ
く
。
発
言

は
活
発
で
あ
っ
た
が
、
実
は
一
部
の
子

供
た
ち
し
か
発
言
し
て
い
な
か

っ
た
こ
と
も
わ
か
る
。

こ
の
よ
う
に
、
具
体
的
な
事

実
を
も
と
に
し
て
、
目
標
の
達

成
度
を
話
題
に
す
る
授
業
研
究

協
議
会
が
行
わ
れ
る
こ
と
を
期

待
す
る
。

学
校
と
行
政
と

初

谷

幹

夫

（
Ｓ
44
・
3
卒木更

津
市
）

こ
の
三
月
、
木
更
津
市
教
育
委
員
会

で
の
仕
事
を
全
て
終
え
た
。
昭
和
四
十

四
年
千
葉
大
学
を
卒
業
、
運
よ
く
地
元

の
小
学
校
教
員
に
採
用
さ
れ
て

以
来
、
四
十
六
年
間
一
貫
し
て

教
育
に
携
わ
れ
た
こ
と
は
教
育

学
部
に
学
ん
だ
も
の
と
し
て
幸

せ
で
あ
っ
た
。
四
十
代
か
ら
は

学
校
と
行
政
を
交
互
に
勤
め
る

こ
と
と
な
っ
た
が
、
今
振
り
返

っ
て
み
て
も
思
う
こ
と
は
様
々

あ
る
。
学
校
と
行
政
の
関
係
に

つ
い
て
は
よ
く
考
え
さ
せ
ら
れ

た
。両

者
は
、
し
ば
し
ば
「
学
校

現
場
と
行
政
」
と
し
て
対
比
的
に
語
ら

れ
る
。
し
か
し
、
学
校
と
行
政
と
は
、

川
を
挟
ん
で
互
い
に
対
岸
に
あ
る
と
い

う
よ
う
な
関
係
で
は
な
く
、
ま
し
て
や

上
下
の
関
係
で
も
な
い
。
学
校
は
教
育

行
政
の
最
先
端
に
在
っ
て
、
当
然
行
政

機
関
の
役
割
を
担
う
こ
と
に
な
る
。
管

理
職
、
学
校
事
務
職
員
は
勿
論
全
て
の

教
職
員
が
行
政
感
覚
を
持
つ
こ
と
が
望

ま
し
い
。
行
政
も
ま
た
、
学
校
の
感
覚

を
見
失
わ
な
い
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。

市
町
村
の
教
育
委
員
会
は
、
保
護
者

や
地
域
、つ
ま
り
納
税
者
に
最
も
近
い
。

教
育
要
望
は
多
岐
に
わ
た
り
具
体
的

で
、
議
会
で
の
質
問
も
集
中
す
る
。
教

育
委
員
会
事
務
局
に
は
学
校
か
ら
先
生

方
を
多
数
派
遣
頂
い
て
お
り
、
そ
の
専

門
性
と
、
児
童
生
徒
・
教
職
員
に
関
す

る
深
い
理
解
を
踏
ま
え
て
様
々
な
施
策

と
格
闘
し
て
い
る
。
や
が
て
ま
た
学
校

に
帰
っ
て
き
た
時
、
行
政
で
の
経
験
が

一
層
生
か
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

家
庭
と
地
域
と
学
校
（
行
政
）
の
ト

ラ
イ
ア
ン
グ
ル
に
つ
い
て
も
述
べ
て
み

た
い
。

教
育
は
学
校
だ
け
が
頑
張
っ
て
み
て

も
限
界
が
あ
る
。
三
者
の
連
携
協
力
が

強
く
求
め
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
し

か
し
、
そ
の
中
心
は
常
に
学
校
で
な
く

て
は
な
ら
な
い
。

格
差
の
拡
大
、
子
供
の
貧
困
が
大
き

な
社
会
問
題
と
な
っ
て
い
る
今
、
子
供

が
自
分
に
絶
望
す
る
よ
う
な
こ
と
を
さ

せ
て
は
い
け
な
い
。
人
生
に
希
望
を
持

た
せ
、
自
力
で
人
生
を
切
り
開
く
力
と

知
恵
を
伝
え
る
こ
と
、
教
育
の
機
会
均

等
を
保
証
す
る
こ
と
は
、
公
教
育
、
特

に
義
務
制
小
中
学
校
教
育
に
携
わ
る
全

て
の
者
の
責
務
で
あ
る
。
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定
年
ま
で
小
学
校
教
師
を
続
け
、

ず
っ
と
子
供
た
ち
と
共
に
歩
む
、
そ
う

信
じ
て
疑
っ
て
い
な
か
っ
た
。
な
り
た

く
て
な
っ
た
教
師
。
子
供
た
ち
と
の
充

実
し
た
毎
日
。
担
任
を
持
ち
な
が
ら
高

学
年
の
音
楽
も
担
当
し
、
全
校
集
会
で

校
歌
も
歌
わ
な
か
っ
た
学
校
に
子
供
た

ち
の
歌
声
を
取
り
戻
し
た
。
運
動
会
の

鼓
笛
隊
パ
レ
ー
ド
の
復
活
、
全
校
ダ
ン

ス
の
振
り
付
け
、
毎
回
ビ
リ
だ
っ
た
地

区
の
音
楽
会
で
は
、
自
作
曲
を
リ
コ
ー

ダ
ー
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
に
ア
レ
ン
ジ
し
四

年
生
全
員
を
舞
台
に
乗
せ
て
合
奏
し
、

三
年
連
続
最
優
秀
賞
を
頂
い
た
。
子
供

た
ち
と
共
に
遊
び
学
ぶ
、
多
忙
な
が
ら

も
本
当
に
充
実
し
た
毎
日
だ
っ
た
。

と
こ
ろ
が
、
二
年
目
の
夏
休
み
に
ひ

ょ
ん
な
事
か
ら
記
念
受
験
し
た
オ
ー
デ

ィ
シ
ョ
ン
が
き
っ
か
け
で
人
生
が
百
八

十
度
変
わ
る
。
千
葉
市
制
施
行
八
十
周

年
記
念
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
「
夢
の
ワ
イ
ン

ラ
ン
ド
」
で
ヒ
ロ
イ
ン
合
格
。
春
休
み

の
公
演
ま
で
休
日
は
稽
古
。
公
演
が
終

わ
れ
ば
普
通
の
教
師
に
戻
る
は
ず
が
…

心
の
中
に
ぽ
っ
か
り
穴
が
。
悩
み
抜
い

た
末
、今
し
か
で
き
な
い
事
を
や
ろ
う
、

一
生
後
悔
し
た
く
な
い
、
と
退
職
を
決

意
。
周
囲
の
猛
反
対
を
押
し
切
り
退
職

す
る
ま
で
一
年
か
か
っ
た
。
ま
ず
地
元

の
劇
団
に
所
属
し
ア
ル
バ
イ
ト
を
し
な

が
ら
レ
ッ
ス
ン
と
稽
古
の
日
々
。
一
年

活
動
後
、
音
楽
座
の
オ
ー
デ
ィ
シ
ョ
ン

合
格
。
プ
ロ
の
俳
優
と
し
て
東
京
を
始

め
全
国
を
旅
公
演
し
た
。
三
年
活
動
し

た
と
こ
ろ
で
劇
団
解
散
。
仕
方
な
く
オ

ー
デ
ィ
シ
ョ
ン
を
受
け
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス

公
演
に
出
た
り
、
自
分
た
ち
で
ラ
イ
ブ

活
動
を
し
た
り
し
た
。
も
ち
ろ
ん
ア
ル

バ
イ
ト
生
活
。
や
は
り
劇
団
で
な
け
れ

ば
駄
目
だ
、
全
員
が
同
じ
方
向
を
向
い

て
作
品
作
り
し
な
い
と
良
い
舞
台
に
な

ら
な
い
と
分
か
り
、
そ
れ
な
ら
ば
と
日

本
で
一
番
大
き
い
演
劇
集
団
の
劇
団
四

季
の
オ
ー
デ
ィ
シ
ョ
ン
を
受
け
一
発
合

格
で
入
団
。
当
時
の
最
新
作
「
美
女
と

野
獣
」
の
ヒ
ロ
イ
ン
の
ベ
ル
役
に
抜
擢

さ
れ
主
演
デ
ビ
ュ
ー
。
そ
の
後
ミ
セ

ス
・
ポ
ッ
ト
役
、
タ
ン
ス
夫
人
役
。「
ラ

イ
オ
ン
キ
ン
グ
」
で
は
座
内
の
オ
ー
デ

ィ
シ
ョ
ン
を
勝
ち
抜
き
オ
リ
ジ
ナ
ル
キ

ャ
ス
ト
と
し
て
東
京
初
演
を
務
め
、
そ

の
後
ラ
フ
ィ
キ
役
、シ
ェ
ン
ジ
役
。「
オ

ペ
ラ
座
の
怪
人
」「
ウ
ィ
ン
キ
ッ
ド
」

「
キ
ャ
ッ
ツ
」
と
メ
イ
ン
と
し
て
出
演

が
続
き
、現
在
は
最
新
作「
リ
ト
ル
マ
ー

メ
イ
ド
」
で

ア
ー
ス
ラ
役

を
演
じ
て
い

る
。生

の
舞
台

は
や
り
直
し
が
き
か
な
い
。
常
に
緊
張

と
集
中
を
強
い
ら
れ
、
一
瞬
た
り
と
も

気
の
抜
け
な
い
世
界
だ
。
特
に
劇
団
四

季
で
は
完
璧
に
で
き
て
当
た
り
前
、
プ

ラ
ス
α
を
求
め
ら
れ
る
。
肉
体
的
に
も

精
神
的
に
も
万
全
の
状
態
を
保
っ
て
お

か
な
い
と
、
毎
日
の
舞
台
に
と
て
も
対

応
で
き
な
い
。
徹
底
し
た
自
己
管
理
、

毎
日
の
レ
ッ
ス
ン
と
体
調
管
理
の
た
め

の
食
事
と
睡
眠
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
は
ア

ス
リ
ー
ト
並
み
だ
。
肉
体
的
に
も
精
神

的
に
も
ハ
ー
ド
で
正
直
苦
し
い
時
も
あ

る
。
で
も
、
カ
ー
テ
ン
コ
ー
ル
で
お
客

様
の
笑
顔
と
感
動
の
涙
と
惜
し
み
な
い

拍
手
を
頂
い
た
時
、
全
て
の
苦
労
も
一

瞬
で
吹
き
飛
び
報
わ
れ
る
。
か
け
が
え

の
な
い
こ
の
一
瞬
の
た
め
に
努
力
を
続

け
る
の
が
俳
優
だ
。

ふ
と
気
づ
く
と
劇
団
四
季
に
入
団
し

て
早
十
九
年
目
。
ど
れ
だ
け
研
究
し
努

力
し
続
け
て
も
こ
れ
で
良
い
と
い
う
終

わ
り
が
無
い
こ
と
が
舞
台
に
立
ち
続
け

る
原
動
力
と
な
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
。

劇
団
四
季
の
社
会
的
活
動
の
一
つ

「
美
し
い
日
本
語
の
話
し
方
教
室
」
で

は
、
都
内
や
近
郊
の
小
学
校
に
授
業
し

に
行
く
。
言
葉
を
大
切
に
す
る
劇
団
四

季
が
美
し
い
日
本
語
を
話
す
た
め
の
方

法
を
俳
優
の
訓
練
の
一
部
を
紹
介
し
つ

つ
子
供
た
ち
に
も
実
践
し
て
も
ら
い
、

最
後
に
は
全
員
で

一
緒
に
歌
う
。
学

級
崩
壊
や
社
会
性

の
薄
い
一
部
の
子

に
手
を
焼
い
て
い

る
学
級
も
多
い
。

俳
優
と
し
て
身
に

つ
け
た
表
現
力
を

武
器
に
大
胆
に
子
供
た
ち
の
中
に
入

り
、
テ
ン
ポ
良
く
進
め
る
。
態
度
の
悪

い
子
が
目
を
輝
か
せ
大
き
な
声
で
歌
っ

て
く
れ
た
時
は
本
当
に
感
動
す
る
。
教

師
を
経
て
俳
優
と
な
っ
た
私
だ
か
ら
こ

そ
で
き
る
授
業
。
充
実
の
時
。
人
は
自

分
と
い
う
素
材
を
社
会
の
た
め
に
ど
う

生
か
せ
る
か
だ
と
思
う
。
誰
で
も
得
意

分
野
が
あ
り
適
材
適
所
が
あ
る
。
子
供

た
ち
が
自
分
の
素
材
を
知
り
、
こ
の
世

で
果
た
す
役
目
に
気
づ
き
、
得
意
分
野

を
生
か
し
て
社
会
の
役
に
立
つ
人
に
な

っ
て
欲
し
い
と
願
い
活
動
し
続
け
た

い
。

千葉大学教育学部同窓会報 第122号 2015年6月1日（ 6 )

素
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を
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し
て
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に
役
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